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大
乗
院
（
西
大
泉
5
－
1
7
－
5
）

0
1
月
2
6
日
（
水
）
午
前
1
0
時
～

南
蔵
院
（
中
村
1
－
1
5
－
1
）

0
1
月
2
6
日
（
水
）
午
前
1
0
時
～

長
命
寺
（
高
野
ム
［
3
－
1

0
－
3
）

※
各
会
場
で
記
念
品
を
配
付
し
ま
す
。

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
！

第
遥
文
化
財
防
火
デ
ー
囲

▲昨年の消防演習（高松ト16－2八幡神社）

昭
和
2
4
年
1
月
26
日
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
が
焼
損

し
、
そ
の
後
も
文
化
財
の
火
災
が
発
生
し
た
た
め
、

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
運
動
が
高
ま
り
ま
し
た
。

昭
和
3
0
年
に
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
制
定
の
運
び

と
な
り
、
以
来
毎
年
、
全
国
的
に
文
化
財
防
火
デ
ー

の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
防
火
運
動
に
止
ま
ら
ず
、
貴
重
を
歴
史

遺
産
で
あ
る
文
化
財
を
守
り
、
次
世
代
に
継
承
し
て

い
く
大
切
さ
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
行
事

で
す
。

練
馬
区
内
で
は
、
各
消
防
署
に
よ
る
消
防
演
習
を

行
い
ま
す
。
多
く
の
区
民
の
皆
様
の
見
学
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時
・
会
場
（
予
定
）

0
1
月
2
5
日
（
火
）
午
前
1
0
時
30
分
～

秋
の
文
化
財
講
座
＝
実
施
報
告
＝

今
回
は
、
「
江
戸
の
水
道
1
発
掘
成
果
か

ら
－
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
い
ま
し
た
。

・
第
一
R
〓
白
人
講
義
）
‖
／
2
5
（
木
）

東
京
都
学
芸
員
の
亀
田
駿
一
氏
を
講
師
に

お
迎
え
し
、
江
戸
の
水
道
の
用
途
や
変
遷
お

よ
び
構
造
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

・
第
二
日
目
（
見
学
）
‖
／
2
6
（
金
）

水
に
乏
し
か
っ
た
江
戸
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
玉
川
上
水
の
腺
で
あ
る
羽
村
の
堰

や
、
羽
村
市
郷
土
博
物
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

堰
に
使
わ
れ
て
い

る
材
料
こ
そ
取
り

替
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
地
形
を
利

用
し
た
こ
の
堰
は

江
戸
時
代
の
様
子

を
う
か
が
う
こ
と
き

が
で
き
ま
す
。
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旧
川
越
街
道
の
歴
史
的
変
遷
と

下
練
馬
宿
の
遇
跡
に
つ
い
て

文
化
財
保
護
推
進
員
　
林
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■

　

≡

【

　

■

≡

勇旧
川
越
街
道
の
起
源
は
、
室
町
時
代
の
長
禄
元
年

二
四
五
七
）
、
川
越
、
江
戸
両
城
を
築
城
し
た
太

田
遺
港
が
、
川
越
、
江
戸
間
の
軍
用
道
路
と
し
て
利

用
し
て
い
た
の
に
は
じ
ま
る
と
い
う
説
も
あ
る
が
確

証
は
な
い
。
そ
れ
か
ら
百
五
十
年
余
を
経
た
江
戸
時

代
初
頭
の
慶
長
年
間
、
徳
川
幕
府
は
五
街
道
を
整
備

し
、
併
せ
て
川
越
藩
と
の
連
絡
用
道
路
と
し
て
活
用

し
、
時
代
が
く
だ
る
に
つ
れ
、
川
越
か
ら
松
山
、
熊

谷
へ
と
、
中
山
道
の
脇
往
還
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
街
道
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考

、
ろ
ら
れ
る
。

旧
川
越
街
道
は
、
江
戸
四
宿
の
一
つ
と
い
わ
れ
た

中
山
道
板
橋
宿
平
尾
の
追
分
を
起
点
と
し
て
、
中
山

道
か
ら
分
か
れ
、
上
板
橋
、
下
練
馬
、
白
子
、
膝
折
、

大
和
田
、
大
井
の
六
宿
と
、
野
火
止
、
藤
久
保
、
亀

久
保
、
藤
間
馬
、
岸
、
松
郷
な
ど
の
各
村
を
経
て
、

川
越
城
下
に
達
す
る
十
一
里
（
四
十
四
粁
）
の
道
程

で
あ
る
。
現
在
は
国
道
二
五
四
号
が
で
き
三
十
粁
程

の
道
程
に
短
縮
さ
れ
た
。

江
戸
時
代
に
入
っ
て
現
在
の
練
馬
区
内
に
は
東
西

南
北
に
通
じ
る
道
が
い
く
つ
か
で
き
た
。
そ
の
主
な

白
子
宿
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

宿
場
に
必
要
な
本
陣
、
脇
本
陣
、
問
屋
場
な
ど
が

お
か
れ
た
の
は
、
練
馬
区
内
で
は
下
練
馬
宿
（
北
町

一
、
二
、
三
丁
目
）
唯
一
ヶ
所
だ
け
で
あ
る
。

下
練
馬
宿
と
い
わ
れ
た
現
在
の
練
馬
区
北
町
の
旧

川
越
街
道
の
沿
道
に
は
、
旅
人
た
ち
の
道
中
の
無
事

と
安
全
を
祈
っ
た
道
標
、
観
音
像
、
庚
申
塔
、
地
蔵

尊
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
石
仏
、
石
塔
な
ど
に
は
、

今
も
信
仰
心
の
厚
い
人
々
が
供
え
る
香
華
が
た
え
な

い
。
北
町
一
－
四
四
板
橋
区
と
の
区
界
の
四
ッ
角
に

馬
頭
観
音
が
三
基
あ
る
①
。
文
化
十
二
年
（
一
八
一

↓
⑥
浅
間
神
社

道
は
、
富
士
大
山
道
、
清
戸
道
、
所
沢
道
、
青
梅
街

道
、
川
越
街
道
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
道
は
主
と

し
て
、
江
戸
府
内
へ
の
物
資
の
交
流
に
利
用
さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
川
越
街
道
は
、
川
越
藩
主
の
江
戸
参

勤
と
将
軍
家
が
度
々
川
越
で
行
っ
た
鷹
狩
の
道
筋
で

も
あ
り
、
ま
た
、
穀
倉
地
帯
の
中
心
で
も
あ
っ
た
川

越
か
ら
運
ば
れ
る
農
産
物
の
量
も
多
く
街
道
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
上
板
橋
村
か
ら
下
練
馬
宿
に
入
っ
た
川
越

街
道
は
、
下
宿
、
中
宿
、
上
宿
と
宿
場
を
通
り
ぬ
け
、

伊
勢
原
、
馬
喰
ケ
谷
戸
、
大
松
、
久
保
（
旧
地
名
）

と
、
下
練
馬
村
の
最
北
端
を
東
西
に
約
二
粁
程
通
り
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五
）
　
の
刻
造
塔
の
一
基
に
は
、
「
右
・
王
子
道
、
左
・

戸
田
渡
シ
道
」
と
道
標
が
彫
っ
て
あ
る
。
他
の
二
基

は
年
号
不
明
の
文
字
塔
で
あ
る
。
川
越
街
道
の
商
店

街
を
西
に
進
む
と
左
側
の
不
動
寝
具
店
の
脇
に
、
「
従

是
大
山
道
」
と
彫
っ
て
あ
る
台
石
の
上
に
、
不
動
明

土
の
座
像
が
建
っ
て
い
る
②
。
宝
暦
三
年
二
七
五

三
）
に
、
天
下
泰
平
・
国
土
安
全
を
願
っ
て
建
て
た

も
の
で
あ
る
。
左
側
に
「
左
・
束
高
野
山
道
」
の
道

標
が
あ
る
。
練
馬
区
内
を
北
か
ら
南
西
に
向
か
う
富

士
大
山
道
の
分
岐
点
で
あ
る
。
不
動
寝
具
店
と
街
道

を
は
さ
ん
だ
向
か
い
側
に
、
脇
本
陣
を
勤
め
た
名
主

の
内
田
家
と
、
本
陣
を
勤
め
た
木
下
家
が
街
道
沿
い

に
並
ん
で
建
っ
て
い
た
③
。
今
は
、
西
友
の
大
き
な

ビ
ル
と
商
店
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。
本
陣
の
向
か
い

側
に
は
、
お
馬
屋
と
呼
ば
れ
た
問
屋
場
の
島
野
家
が

あ
り
④
、
そ
の
少
し
先
の
左
側
に
「
が
ん
ど
宿
」
と

呼
ば
れ
る
宿
が
三
棟
あ
っ
た
⑤
。
「
が
ん
ど
」
の
意

は
、
方
言
辞
典
な
ど
に
、
空
洞
「
中
は
が
ん
ど
に
な
っ

て
い
る
（
秋
田
県
地
方
の
方
言
）
」
と
あ
る
。
お
そ

ら
く
雨
露
を
し
の
ぐ
程
度
の
宿
で
は
な
か
っ
た
か
。

街
道
を
さ
ら
に
西
に
進
む
と
右
側
に
、
浅
間
神
社
と

神
社
の
裏
側
に
活
性
寺
が
あ
る
⑥
。
現
在
の
東
武
練

馬
駅
入
口
の
三
叉
路
に
石
観
音
堂
が
あ
り
、
敷
地
内

に
、
天
和
二
年
二
六
八
二
）
に
建
て
ら
れ
た
聖
観

音
座
像
（
区
登
録
文
化
財
）
を
は
じ
め
年
号
不
明
の

馬
頭
観
音
、
庚
申
塔
、
石
仁
王
な
ど
十
凶
の
石
造
物

が
配
置
さ
れ
て
い
る
⑦
。
街
道
を
南
へ
入
っ
た
所
に

旧
家
の
大
木
、
漆
原
家
と
千
川
家
の
墓
所
が
あ
る
⑧
。

下
宿
、
中
指
、
上
宿
と
下
練
馬
宿
を
過
ぎ
た
馬
喰

谷
戸
は
、
馬
継
ぎ
を
勤
め
る
馬
喰
達
が
住
ん
で
い
た

と
い
う
。
ま
た
こ
の
地
に
馬
捨
場
が
あ
り
⑨
、
そ
の

場
所
と
思
わ
れ
る
民
家
の
裏
側
の
露
路
に
人
目
に
ふ

れ
る
こ
と
な
く
、
馬
頭
観
音
が
二
基
ひ
っ
そ
り
と
建

っ
て
い
る
。

旧
川
越
街
道
が
国
道
二
五
四
号
と
交
差
す
る
地
点

の
、
北
町
八
－
三
七
に
庚
申
塚
の
碑
が
国
道
に
沿
っ

て
建
て
ら
れ
、
壕
の
両
側
に
「
右
・
川
こ
江
、
左
・

と
こ
ろ
沢
」
と
彫
っ
て
あ
り
道
標
と
な
っ
て
い
る
⑳
。

こ
の
よ
う
に
、
旧
川
越
街
道
下
練
馬
宿
の
沿
道
に

は
、
数
々
の
石
塔
や
観
音
像
が
、
ビ
ル
の
谷
間
や
商

家
の
片
隅
に
今
も
昔
の
ま
ま
の
姿
で
安
置
さ
れ
、
旧

街
道
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
。

東武練馬駅

三、三三一亡き
望　裏地

⑳
庚
申
塚

－3－



ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　平成6年（1994）l月第22号

朋
加
藤
家
と
馬
頭
観
音

文
化
財
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三

川

大
泉
学
園
町
二
丁
目
大
泉
村
役
場
跡
の
碑
を
北
に

い
く
と
馬
頭
観
世
音
の
丸
石
が
立
派
な
柵
の
中
に
在

り
ま
す
。
そ
こ
は
、
常
に
掃
き
潔
め
ら
れ
花
が
飾
ら

れ
て
い
ま
す
。
「
練
馬
の
伝
説
」
に
出
て
く
る
力
持

ち
惣
兵
衛
の
馬
頭
観
音
の
石
仏
で
す
。

管
理
者
の
加
藤
ひ
で
さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
す
。

「
先
祖
の
忽
兵
衛
が
、
愛
馬
の
冥
福
を
祈
っ
て
建
て

た
馬
頭
観
音
は
、
我
家
の
先
祖
で
す
。
馬
も
人
も
一

緒
で
す
。
大
切
に
祭
っ
て
い
き
ま
す
。
昭
和
5
6
年
3

月
9
日
に
百
四
十
年
祭
の
供
養
を
主
人
加
藤
義
治
が

施
主
で
、
大
乗
院
の
住
職
さ
ん
を
迎
え
盛
大
に
行
い

ま
し
た
。
柵
の
修
理
や
力
石
等
を
動
か
し
た
時
に
は
、

必
ず
住
職
さ
ん
に
供
養
の
経
を
あ
げ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
年
の
始
め
の
正
月
三
日
間
は
、
し
め
縄
を
か
け
、

お
神
酒
や
燈
明
を
あ
げ
、
朝
は
雑
煮
、
夜
は
ご
飯
を

炊
い
て
供
え
、
お
題
目
を
唱
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
を
通
る
度
に
拝
ん
で
い
ま
す
。
」

お
孫
さ
ん
達
も
祖
母
に
見
習
い
、
浄
財
を
あ
げ
敬

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
碑
は
、
加
藤
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、
近
隣
の
皆

さ
ん
に
も
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
毎
日

の
浄
財
や
お
茶
、
椎
茸
等
の
供
物
に
よ
く
表
れ
て
い

ま
す
。
な
お
浄
財
は
、
一
年
分
ま
と
め
て
寺
院
へ
寄

進
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
石
仏
は
、
ひ
と
り
加
藤
家
の

先
祖
の
石
仏
に
止
ま
ら
ず
、
町
の
方
々
の
信
仰
の
場

の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

郷
土
資
料
室
収
蔵
品
シ
リ
ー
ズ
　
第
1
7
回

背
負
い
寵

《
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
》

亀
井
　
邦
彦
さ
ん
　
璧
成

（
平
成
5
年
1
2
月
1
7
日
逝
去
）

練
馬
区
文
化
財
保
護
推
進
員
・
区
史
編
さ
ん

専
門
委
員
な
ど
。
平
和
台
・
早
宮
・
氷
川
台
・

北
町
・
錦
地
区
を
、
推
進
員
と
し
て
ご
担
当
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

大
寵
と
も
い
う
。
‖
径
・
高
さ
と
も
に
八
〇
セ
ン

チ
以
上
も
あ
り
、
種
類
の
多
い
農
事
用
の
龍
の
中
で
、

最
も
大
き
い
。

農
家
で
大
量
に
使
う
堆
肥
づ
く
り
の
た
め
、
落
ち

葉
を
熊
手
で
か
き
集
め
、
こ
れ
に
入
れ
て
運
ん
だ
。

編
み
目
が
粗
い
の
で
、
底
の
部
分
に
は
小
枝
を
敷
き
、

編
み
目
か
ら
こ
ぼ
れ
出
る
の
を
防
い
だ
。

ま
た
、
養
蚕
の
時
期
に
は
、
桑
の
葉
を
入
れ
て
運

ん
だ
り
、
繭
の
出
荷
・
運
搬
に
も
用
い
た
。
そ
の
他
、

籠
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
、
ひ
な
鳥
を
飼
育
し
た
り

赤
ち
ゃ
ん
の
お
し
め
干
し
に
用
い
た
り
し
た
。

底
を
編
ん
だ
竹
の
数
に
よ
っ
て
、
八
本
バ
サ
ミ
・

六
本
バ
サ
ミ
な
ど
と
よ
ぶ
地
方
も
あ
る
。
写
真
は
、

八
本
バ
サ
ミ
の
背
負
い
寵
で
あ
る
。
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